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１ 大学と大学図書館の変化

大学図書館は大学にとって欠かすことのできな

い存在である。それは，大学図書館が大学設置基

準において必須の扱いを受けていることからも明

らかだ。具体的には，大学設置基準３６条１におい

て「組織及び規模に応じ」専用の施設を備えるこ

とが規定されている。この大学設置基準３６条で示

される，大学に必須の施設としては「一 学長室、

会議室、事務室 二 研究室、教室 三 図書館、

医務室、学生自習室、学生控室」となっており，

大学図書館は教室に次ぐ順序で記載されている。

大学図書館については大学設置基準３８条で「教育

研究上必要な資料を、図書館を中心に系統的に備

えるものとする」とも定めており，端的に言って

大学図書館の役割とは教育と研究にあると考えら

れる。では，大学図書館の役割である教育と研究

とは何なのだろうか。

日本の大学が置かれた状況は１９９０年代から始ま

った大学改革２の動きの中で，揺れ動いてきた。研

究面で言えば，産学連携や研究成果の社会還元が

強く意識されるようになり，また教育面では役立

つ人材を育成することが強く求められるようにな

っていった。この動きは大学のレジャーランド化

という批判への回答であろうし，さらにこの人材

育成という考え方の傾倒は大学が就職予備校化し

ているという批判へ繋がってしまっている。ある

いは，もっと大きな社会の動きを眺めるならば，

高度経済成長期からオイルショックなどの停滞期

を経てバブル景気も終わり，現代の日本は高成長

の時代から持続的な成長を目指す時期になってき

ている。明治以来続いてきた，皆が同じように豊

かになっていくというモデルが転換を迫られ，当

然にこれまで日本という国を支えてきた教育シス

テムの一環である大学も，その存在自体が問われ

るような状況に立ち至っている。

このような大学を取り巻く状況への分析，そし

て現在行われている大学変革の方向性が是か非か

という点はおいておくにしても，変化が進行して

いることは間違いないだろう。さらに教育と研究

を求めてやってくる学生にも変化は及んでいる。

２０１８年度の文部科学省による学校基本調査３によ

れば，高等学校卒業者の５４．８％が大学・短大へ進

学をしている。この１０年は一貫して大学進学率が

５０％を超え，高校進学率が９８％を超えていること

を鑑みれば，いかに多くの人々が大学へ進むよう

になったかが理解できる。こういった進学率の高

まりといった背景もあり，大学へ進学してくる学

生も非常に多様化してきている。万人に高等教育

の門戸が開かれていることは，学習権を引き合い
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に出すまでもなく，歓迎されるべきことである。

一方で，これまで大学や大学図書館が行ってきた

やり方では，不都合な状況が生じしている可能性

も否定できない。もちろん研究面でも様々な変化

が生じているのだが，ここでは特に大学図書館が

直面する教育的な部分に焦点をあて論じていきた

い。

例えば，大学教育の中ではアクティブ・ラーニ

ングといった手法の活用が注目されるようになっ

ている。そもそも，アクティブ・ラーニング的な

手法は古くから存在したはずだ。例えば初等教育

の中で「調べ学習」という活動はアクティブ・ラー

ニングという言葉が一般化する前より存在してい

た。能動的な学習が有効である，という考え方自

体はより古くからあったはずである。しかし，一

連の方向性に「アクティブ・ラーニング」という

ラベル付けがなされたことにより，能動的な学習

方法の普及がより後押しされたように見受けられ

る。アクティブ・ラーニングは中央教育審議会か

ら２００８年に出された「学士課程教育の構築に向け

て（審議のまとめ）」４に言及があったところから，

議論が広がったとされる。ここではアクティブ・

ラーニングの手法を大学教育へ適応することへの

賛否はさて置くとして，社会の要請としてアク

ティブ・ラーニングという教育手法を無視するこ

とはできない。そこには教育の質的保証や学生の

感じる満足度など複雑な要因が絡みあい，ただア

クティブ・ラーニングを導入すれば解決できる単

純な問題だとは思えない。

このアクティブ・ラーニングに対応するソフト

・ハードとして大学図書館に焦点が当たることも

珍しくない。いわゆるラーニング・コモンズを大

学図書館に設けるという発想である。大枠で見れ

ば学生への教育的な支援であり，これまでの大学

図書館の役割からはみ出すものではない。ラーニ

ング・コモンズとは１９８０年代から９０年代の米国に

原型を見ることができる。当初はインフォメー

ション・コモンズなどと呼ばれ，能動的学習を重

視する大学の教育方針とICT技術の伸長が組み合

わせって生まれてきた存在５だと言える。日本に

おいても２０００年代後半にかけて導入が広がってい

った。これは能動的学習であるアクティブ・ラー

ニングの広まりと関係が深いと見て間違いはない

だろう。

このように大学や大学図書館においては，変化

や変革をせねばならない，という時代の強い圧力

がかかっているように思われる。変化や変革とい

うのは悪いものではないが，無定見に変われば何

でも良いというものでもない。確かに，これまで

と同じ考え方で大学教育を続けていくことは難し

くなっているのだろう。このような状況の中で，

大学教育において大学図書館が果たすべき役割の

一端を考えていきたい。

２ 大学図書館の役割

２．１ 研究的図書館と教育的図書館

大学図書館には大きく分けて，研究的図書館と

教育的図書館の２つの側面６があると考えられる。

この２つの側面は，ほぼそのまま大学図書館の機

能を言い表しているとも言える。つまり大学図書

館には，まず教員や大学院生といった研究者のた

めに，学術的な資料を系統的に揃え，ニーズに応

える使命がある。そして，その研究の入り口に立

つため大学の学部生が大学教育の中で学習してい

くことを助ける，教育的な支援を中心とする使命

もある。

ただ，全ての大学図書館が同じような比率で研

究的図書館と教育的図書館を兼ねているわけでは

ない。これは，大学図書館の上部組織である大学

が，大学の任務として研究を中心とする大学なの

か，教育を中心とする大学なのかによって変わっ

てくる。もちろん，本来の大学のあり方は「研究

大学」であることが望ましいだろうが，現実の日

本の大学の現状を鑑みれば「研究大学」が数の上

で中心であるとは言い難いだろう。ここでは，高

等教育のあり方や研究大学を増やすべきであると

いった議論は本筋ではないので，これ以上は特に

触れない。ともかく，現状の日本の大学において

は，大学図書館の使命・任務として教育的な部分

の比重はかなり重いものだと考えられる。これま

で大学図書館が行う教育といえば利用者教育を指

すことが多かった。しかし，近年では「情報リテ

ラシー教育」７といった範囲も期待されるようにな

り，まさに大学教育の中身にも大学図書館が関わ

るようになってきている。

大学図書館の果たすべき教育的な機能とは何だ
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ろうか。大学図書館の設置根拠となる大学設置基

準第３８条には「大学は、学部の種類、規模等に応

じ、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研

究上必要な資料を、図書館を中心に系統的に備え

るものとする。」１と規定されている。しかし，そ

の前後の項目を眺めてみても「教育研究」が何で

あるかは特に決められてはいない。もちろん大学

の意義自体は学校教育法第８３条に「大学は、学術

の中心として、広く知識を授けるとともに、深く

専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用

的能力を展開させることを目的とする。」８とある

ようにかなり幅広く，法律で固定的に括られるよ

うな類のものではない。

図書館の一般的な機能と対照しながら，大学図

書館の機能を考えるならば一つは資料提供を通じ

た援助であり，もう一つは専門職である司書によ

る人的な援助であろう。受動的な大学図書館を想

定するならば，その大学の学部学科構成に沿った

蔵書構築を行い，レファレンスなどの問い合わせ

があれば，その都度対応するという態度が考えら

れる。恐らく全ての大学図書館はこのレベルには

達しているはずである。また，大学の規模が小さ

い，大学図書館の人員が少ないなどの理由で，結

果として必要最低限の大学図書館としてのサービ

スに留まる場合もありえるだろう。もちろん，よ

り研究開発的に高度な図書館サービスを目指す大

学図書館も以前から存在している。

では，全ての大学図書館はこれまでのやり方を，

そのまま続けていけば問題はないのだろうか。残

念ながら，そういう訳にはいかないだろう。いわ

ゆる最低限の大学図書館としてのサービスを提供

していたような「持たざる大学図書館」において

も，等しく変革を求められるのが実情である。

そこで，本論では現代の日本の大学図書館で行

うことができる図書館サービスの中から，大学図

書館における協働を取り上げたい。すでに大学図

書館における学生協働は相当な数の実践が行われ

ている。２０１８年１０月においてCiNii Articlesを使用

し，学生協働（表記揺れを考慮し，学生協同，学

生共同も使用）と図書館を組みあわせて検索を試

みたところ，３３件の該当する論文が見つかった。

これらは，いずれも実践の報告という形式をとっ

ていた。つまりこれは，大学図書館における協働

が，現場から始まった実践の範疇に留まっている

ものが多いからではないだろうか。従って理論的

な枠組みや，学生協働に何が求められ，ゴールど

こにあるのかといった議論はそれほど深まってい

ないように思われる。

さらに学生協働だけではなく，教職協働も含み

つつ，大学図書館に対して大学教育の中で新たな

位置づけを考える必要性があるだろう。

２．２ 学生協働の広がり

大学図書館における学生協働は既に一つの流れ

になっているように見える。これは概ね２０１０年代

に入ってから広がりを見せるようになった。例え

ば中国四国地区大学図書館協議会が開催する「大

学図書館学生協働交流シンポジウム」は２０１８年で

８回目を数えている。２０１７年度の第７回大学図書

館学生協働交流シンポジウム報告書９によれば，３２

大学３３図書館が参加し人数にして学生教職員併せ

て１５９名が参加している。第１回の２０１１年度のシ

ンポジウム参加者は７２名１０であり，数字の面から

も学生協働の広がりが見て取れる。２０１６年度の第

１８回図書館総合展では「全国学生協働サミット」

が初開催され，２０１７年度以降も継続的に開催され

るようになっている。図書館総合展とは主に秋季

に行われる日本における最大の図書館関連見本市

であり，教育・学術情報オープンサミットである

とも標榜している。この図書館総合展で学生協働

が取り上げられるということは，広く全国の図書

館関係者に学生協働が広まってきている一つの証

左だろう。２０１７年度の第２回全国学生協働サミッ

トに参加した大学・大学図書館・関係団体１１の数

は４０余りである。こういった２０１７年度までのシン

ポジウムやサミットに参加している大学・大学図

書館の数を見ると，少なくとも５０程度の大学図書

館において学生協働が実施されている。表１では

シンポジウムやサミットに参加した大学図書館及

び，学生協働の活動に名称がある場合はその名称

を一覧でまとめた。なお順序は大学名の五十音順

である。

こういった学生協働は成り立ちから目的や活動

内容そして組織構成に至るまで，各大学などによ

って様々な位置づけがなされている。例えば「学

生協働まっぷ」１２においては学生協働を４つの活動
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形態に分類している。それぞれ，（１）図書館業

務サポート，（２）学生選書，（３）学習支援，（４）

学生サークル・その他，である。この考え方は分

かりやすい面もあり，それなりに受け入れられて

いるようだ。

学生協働とは何かと問われた際に，大学図書館

において職員と利用者である学生が協働するとい

った共通点は見いだせるだろうが，それだけでは

ほぼ何の説明にもなっていない。岡崎ら１０は，学

生協働の様々な差異を超えて「学生の主体的な活

動を通して学生の成長を促す」「学生の視点を業

務やサービス改善に活かす」という点において，

共通の目標が見出されるとしている。１点目の指

摘は大学図書館の教育的側面の新たなアプローチ

であると言える。また２点目は図書館側に立脚し

た視点であり，大学図書館組織の業務改善方法で

あるとの考え方だ。

これは既に１章で述べたような大学の置かれた

環境が変化していることと無関係ではないだろう。

いわゆるピアサポート１３として学生が学生を援助

する環境を作り，アクティブ・ラーニングを実施

する環境としてラーニング・コモンズを図書館に

用意する。こういった大学図書館の変化と学生協

働の進展は基本的に同じベクトルの可能性が高い。

表１ 学生協働関係シンポジウムなど参加大学図書館

大学図書館名 学生協働活動名

１ 愛知大学名古屋図書館 学生サポータートッポ

２ 跡見学園女子大学図書館 図書館ボランティア

３ 岩手県立大学メディアセンター ライブラリーアテンダント

４ 愛媛大学図書館 図書館サポーター（Library Supporters）

５ 宇都宮大学附属図書館 学生サポーター

６ 桜美林大学図書館 読書運動プロジェクト実行委員会

７ お茶の水女子大学附属図書館 LiSA（Library Student Assistant）／
LALA（Library Academic Learning Adviser）

８ 嘉悦大学情報メディアセンター図書館 Liss（Library Student Staff）

９ 神奈川大学図書館

１０ 金沢星稜大学図書館 つながる図書館プロジェクト

１１ 九州大学附属図書館 図書館TA（Cuter）

１２ 京都女子大学図書館 図書活スタッフ

１３ 金城学院大学図書館 ライブラリーサポーターズ LiLian

１４ 皇學館大学附属図書館 ふみくら倶楽部

１５ 神戸市外国語大学学術情報センター

１６ 神戸松蔭女子学院大学図書館 図書館サポーター

１７ 神戸大学附属図書館 ULiCS（うりくす）

１８ 静岡理工科大学附属図書館 図書館コンシェルジュ

１９ 島根大学附属図書館 図書館コンシェルジュ



大学図書館における協働のあり方

－１０５－

大学図書館名 学生協働活動名

２０ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス図書館 学生図書委員会

２１ 十文字学園女子大学図書館 ライブラリーサポーター

２２ 白百合女子大学図書館 LiLiA

２３ 椙山女学園大学図書館 ライブラリーサポーター

２４ 信州大学附属図書館 ラーニングアドバイザー

２５ 聖学院大学総合図書館 図書館サポーター「セラエノ」

２６ 清泉女子大学附属図書館 図書館学生スタッフAsk Me!

２７ 清泉女学院大学・短期大学図書館 Bee Bee Books

２８ 千葉大学附属図書館／アカデミック・リンク・センター Academic Link Student Assistant

２９ 都留文科大学附属図書館 図書館サークルLibropass

３０ 帝京大学メディアライブラリーセンター 共読サポーターズ

３１ 天理大学情報ライブラリー ピア・サポーターズ

３２ 東京家政大学板橋図書館 Library Mates

３３ 東京大学附属図書館 Academic Commons Supporter（ACS）

３４ 鳥取大学附属図書館

３５ 名古屋学院大学学術情報センター

３６ 名古屋女子大学学術情報センター 図書館サポーター「ちぇりっぷ」

３７ 福島大学附属図書館 学びのナビゲーター

３８ 日本大学文理学部図書館

３９ 梅光学院大学図書館 図書館サポーター

４０ 広島工業大学附属図書館 図書館学生アドバイザー

４１ 広島修道大学図書館 図書館ピア・サポーター

４２ 北陸学院大学ヘッセル記念図書館 図書館サポーター

４３ 北海道大学附属図書館

４４ 明星大学図書館 学生スタッフ（Meisei Student Librarian）

４５ 宮崎大学附属図書館 学生サポーター

４６ 山口大学総合図書館／工学部図書館 Library Assistant

４７ 立教大学図書館 ラーニングアドバイザー

４８ 立正大学品川図書館 りぶたま

４９ 立命館大学図書館 学生ライブラリースタッフ

５０ 流通科学大学附属図書館 「文章表現�」チーム
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３ 大学図書館における協働

３．１ 学生協働の始まり

最初期の大学図書館における学生協働の例は

２００１年開始の立命館大学１２だと言われている。立

命館大学における学生協働は２０１８年の時点で相当

に組織化されており，「学生ライブラリースタッ

フ」として募集要項や業務内容など１４もかなり詳

細に公開されている。また立命館大学図書館の

ウェブサイトにある図書館略歴１５のページにも

２００１年に学生ライブラリースタッフを開始したこ

とが明記されている。

この立命館大学図書館における学生ライブラ

リースタッフを例として，少し学生協働の実際を

概観してみたい。立命館大学にはいくつのキャン

パスが存在するが，その中で衣笠キャンパス，び

わこ・くさつキャンパス（BKC），大阪いばらき

キャンパス（OIC）の大学図書館に学生ライブラ

リースタッフが設けられている。それぞれの学生

ライブラリースタッフごとに募集要項が整備され

ており，有償での活動となっている。参加するに

は選考を受ける必要があることも明示されている。

業務内容は各キャンパスによって違いはあるよう

だが，概ね共通する「通常業務」には配架，書架

整理，不明本調査が挙げられている。表２に各キャ

ンパス学生ライブラリースタッフの業務内容に示

されている項目をまとめた。

立命館大学図書館における学生ライブラリース

タッフの活動は，学生協働としては歴史が長いこ

ともあり，様々なバリエーションの活動を網羅し

ているように思われる。こういった先駆的な大学

図書館に続き，学生協働の試みは２０１０年代を通し

て全国の大学図書館に広がりつつある。具体的な

広がりの例としては既に表１の学生協働関係シン

ポジウムに参加している大学図書館として示して

ある。

また，必ずしも大学図書館における学生協働が

様々なバリエーションの活動に広がる必然性があ

るわけではない。例えば北陸学院大学ヘッセル記

念図書館１６においては大学図書館のPR・広報に特

化した活動を行っている。どのような学生協働が

行われるにしても，何らかの目的が設定されてい

ることが重要だと考えられる。

３．２ 学生協働の広がりと意味付け

では，大学図書館における学生協働とは何を目

的として行われているのだろうか。幾つかの類型

分けが提案されているが，「大学図書館における

学生協働」はあくまでも大学での教育及び研究と

いう枠組みの中で考える必要性がある。既に多く

の大学図書館で学生協働は行われているものの，

全ての活動において強固な根拠の元で活動が組み

上げられているとは考えがたい。大学変革の時期

において，大学図書館も大学とともに変わらねば

ならない，という環境の中で出てきた試行だった

のではないだろうか。しかし，すでに試行の段階

は過ぎており，大学図書館における学生協働には

表２ 立命館大学図書館 学生ライブラリースタッフ 業務内容

衣笠 Library Staff BKC Library Staff OIC Library Staff

通常業務

配架 配架 配架

書架整理 書架整理 書架整理

不明本調査 不明本調査 不明本調査

書き込み本補修 書き込み本補修 書き込み本補修

ピアラーニングルーム ぴあら

質問対応

プロジェクト業務

館内紹介プロジェクト 図書館紹介プロジェクト LS魅力発信プロジェクト

誘致企画プロジェクト 情報発信プロジェクト 図書館デザインプロジェクト

渉外企画プロジェクト 広報プロジェクト 図書紹介プロジェクト

図書館ツアー業務 図書館ツアー業務

ガイダンス業務 ガイダンス業務 ガイダンス業務
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適切な枠組みや目標を与える必要性があると考え

られる。

実際に学生協働を実施している大学図書館にお

いて，学生協働はどのような目的で実施運用され

ているのだろうか。いくつかの事例を見ていくこ

とにしたい。２００６年と早い時期に学生協働を開始

した山口大学において，学生協働の取り組みにつ

いて，当初は「司書課程を履修する学生をターゲ

ットとしたキャリア形成教育支援」１７であるとして

いた。その後，学生協働の広がりに伴いキャリ形

成教育支援を広く捉え，司書課程の学生のみを

ターゲットにする方針から，広く学生全体を対象

とする形へ転換している。

２００７年に学生協働を開始したお茶の水女子大学

においては，学生への期待する効果として「学生

が幅広い資料に接することによる「学習支援」と，

図書館での業務体験を通して職業意識を育成する

「キャリア形成支援」であった」１８としている。ま

た主体性を持った活動となることを期待し，学生

がリーダーを務める自主企画を行っている。

次に，十文字学園女子大学においては２０１１年に

学生協働を組織化し，その源流として１９９７年度末

に開始した図書館の学生アルバイトをあげている。

その中でアルバイトの効用として「学生のキャリ

ア形成や図書館活用法の習得にも結びついてい

る」１９といった点をあげている。

最後に２０１４年に活動を開始した明治大学におい

ても，学生協働の方針として「学生本人のキャリ

ア形成の一端となることを目標の一つとしてい

る」２０を大枠に掲げており，また図書館の専門家を

養成するものではないとも述べている。

これらの大学図書館における学生協働の目的を

探ると，明らかに共通する部分が見出される。そ

れはキャリア形成のために学生協働を行うという

視点である。これまで，大学改革や学生の変化を

大学図書館変革の原因と捉えてきたが，大学にお

けるキャリア教育の取り組み義務化も大きな影響

を与えていた可能性が高い。大学設置基準に２０１０

年に追加された「社会的及び職業的自立を図るた

めに必要な能力を培うための体制」は中央教育審

議会の答申２１に基づくものである。大学設置基準

に追加されたキャリア教育については第４２条の２

で述べられており「大学は、当該大学及び学部等

の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質

を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために

必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を通

じて培うことができるよう、大学内の組織間の有

機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとす

る。」１としている。これはまさに正課内だけでキャ

リアの授業を行うことを求めているわけではなく，

また大学内のキャリア教育部門のみがキャリア教

育を担当するわけではないことを明確に示してい

る。

学生協働を行う大学図書館が，どの程度中央教

育審議会の答申や大学設置基準を意識しているの

かは不明確であるが，基本的には大学全体が行う

べき取り組みとして，キャリア教育の存在を認識

していたのではないだろうか。従って，大学図書

館においても学生のキャリア形成を担うような活

動が必要であるという考え方が生まれたのではな

いだろうか。その一例として顕在化したものが大

学図書館における学生協働だと評価することもで

きるだろう。

次に，学生協働の類似の活動として小学校，中

学校，高等学校までの委員会活動との差異は何が

あるのだろうか。小中高校において図書委員２２と

呼ばれる委員会活動はかなり一般的なものだと思

われる。名称のみであれば，図書委員会の名前を

大学図書館における学生協働の活動名に採用して

いる団体もある。それだけ知名度と一般性がある

活動だと言える。しかし，高等学校までの委員会

活動は学習指導要領にはっきりと位置づけが明示

されており，特別活動の一環であるとされている。

これにより，図書委員会及びそれに類する活動は，

小学校までは児童会活動，中学・高校においては

生徒会活動の下に組織される。高等学校を例にあ

げれば，この生徒会活動の目標は「生徒会活動を

通して，望ましい人間関係を形成し，集団や社会

の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，

協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践

的な態度を育てる」２３といったものになっている。

つまり高等学校までの図書委員会とは学校教育

の中に組み込まれており，児童・生徒のあるべき

態度を育てるための活動であり，学校生活を向上

させる活動であると位置づけられている。実態と

して，教職員と協働的な活動を行うことは十分に
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あり得るが，その協働自体が目的化することはあ

り得ないと言えるだろう。また，活動が児童・生

徒と教職員の間で双方に利益をもたらす必然性は

なく，基本的には児童・生徒のための活動である

と言える。これは高等学校までの委員会活動に対

して否定的な見解を述べているわけではない。何

らかの活動を組織的に行う上で，適切な目的や目

標が明確に設定されることは歓迎すべきことであ

る。目的や目標の適切さに関しては，より高次元

の問題であり，それはつまり初等中等教育のあり

方そのものに問題を求めることになる。ここでは，

そのようなレベルの議論は行わない。

少なくとも高等学校までの図書委員会は完全に

教育的な活動であり，しかもその教育はキャリア

形成的な要素を意図的に含むわけではない。そし

て，学校側が図書委員会などの活動から学校運営

上の恩恵を受けたとしても，これは副次的なもの

であり現状では目的化することは考えられない。

これに対して，大学図書館で行われる学生協働は

目的を教育のみに限定するものではないはずだ。

次節では，学生協働の意義や目的を考えたい。

３．３ 学生協働の意義と目的

それでは，大学図書館における学生協働の意義

とはどこにあるのだろうか。既に複数の大学図書

館が表明しているように，教育的な側面は当然に

存在している。いわゆるキャリア形成のための教

育を大学図書館が提供するという考え方である。

しかし，これだけでは大学図書館が提供する「教

育」プログラムに過ぎない。それだけではない要

素が存在するからこそ，「協働」を名乗っている

はずである。その一つとして，ピアサポートの要

素が指摘できる。ピアサポートは様々な側面があ

り，当然サポートを行う側の学生を教育するとい

う教育的な面もあるだろう。しかし，それだけに

留まらず学生にピアサポート的な活動を行っても

らうことにより，大学図書館が助けられるという

効果がある。

例えば，３章１節で紹介した立命館大学図書館

を例にあげれば，学生への図書館ツアーやガイダ

ンスを業務としてあげている。こういった図書館

ツアーやガイダンスは当然のことながら図書館員

が実施しても問題ない。そこを学生に任せること

による教育効果もあるだろうが，図書館員の業務

が軽減されるという面が皆無というわけではない。

もちろん，学生協働を行うためのマネージメント

業務が図書館員の業務として増えるわけで，単純

に業務量が軽減できるわけではない。しかし，学

生協働を行う大学図書館ではそのコストを払って

でも，やる意義があると考えているわけである。

さらに副次的な効果も期待できる。つまり多様

な学生に対して，やりがい・成功体験を与えるこ

とができる可能性である。大学図書館が提供する

学生協働という機会を利用し，何かを成し遂げた

という感覚を持ってもらうこと自体が重要だと考

えられる。これについては一般的なボランティア

活動との比較など，より詳細な検討が必要かと思

われる。

学生協働の主たる意義と目的を整理するならば

以下のような形になる。

①大学生のキャリア形成の場として大学図書館

で行う教育として

②ピアサポート的活動により大学図書館を活用

しやすくする

③大学図書館の業務の一部を学生に援助しても

らいより高度化する

これらの関係は，①は大学図書館が学生協働に

参加する学生へ向けて，②は学生協働に参加する

学生から他の学生に向けて，③は学生協働に参加

する学生から大学図書館に向けて，という３つの

視点が見出される。もちろん，どの部分に重点が

置かれるかは，それぞれの学生協働によって異な

ってくる。しかし，どのような学生協働において

も指摘したこの３つの視点は存在しうるのではな

いだろうか。

大学図書館における学生協働は，その意義や目

的として多面的な活動であると位置づけることが

できる。活動のきっかけとしては，大学の改革や

大学におけるキャリア教育の義務化といったもの

が背景にあったかもしれないが，その後の進展に

よって，より豊かな可能性が秘められた活動にな

ってきている。無目的に学生協働を開始すること

は，単なる資源の浪費に終わる可能性もあるが，

前述したような学生協働における３つの視点を考
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えながら適切な目的を設定するならば有用な活動

になるはずである。どのような点に力点をおくか

は，その大学図書館におけるサービス方針や大学

のカリキュラムと連動して検討されるべきである。

４ これからの大学図書館における協働

４．１ 大学図書館における協働のあるべき姿

本論では，基本的には大学図書館における「学

生」協働について論じてきた。２０１０年代に入り大

学図書館における学生協働は着実に増えて定着し

てきているように思われる。さらに，先駆的な大

学図書館においては単なる学生協働から一歩踏み

出した活動が求められているはずである。大学図

書館に限らず図書館とは，その図書館サービスを

提供する際にサービスを提供する対象を十分に考

慮した上で提供するサービスをデザインすること

が原則となる。それでは，大学図書館における学

生協働で求められる次のステップとは，どのよう

なものが考えられるだろうか。

それは大学図書館で学生協働を行うだけでなく，

より有機的に大学本来の研究教育との連動の必要

性である。大学図書館における学生協働は，その

言葉のうちに学生と大学図書館員の協働であると

いう意味が暗に含まれている場合が多い。しかし，

大学や大学図書館においては大学教員も重要な要

素であり参加者であるべきだ。ここで，単純に考

えられるのは大学における司書課程との連携・連

動である。ただ注意すべきはこれまでの学生協働

が広がる経緯の中で，いくつかの大学図書館は司

書課程の学生を主な対象として活動を始めたもの

の，その後は幅広い学生を対象とする方向性へ転

換している点である。また，大学図書館における

学生協働の重要な点として，学生の自発性や主体

性をあげることができる。司書課程を履修する学

生だから，という理由だけで学生協働に組み込む

のは避けるべきである。むしろ重要なのは，司書

課程を担っている教員の方にあると考えられる。

現状，学生が司書課程を修了し司書の資格を取

得したとしても，正規職として公立図書館の司書

として勤務することは非常に険しい道となってい

る。だとすれば大学における司書課程の意義はど

こにあるのだろうか。この問題は別に論じる必要

性があるだろうが，一つの可能性として図書館の

理解者を育てるという視点がある。そういった意

味では，大学図書館における学生協働という活動

にも，図書館の理解者を育てるという側面はある

のではないだろうか。特に大学図書館における学

生協働を司書課程の学生に限定しないならば，司

書課程の教員はより広く学生に接触できることに

なる。

大学図書館における学生協働では，二者間の関

係性で見れば３つのパターンが考えられる。つま

り，学生と大学図書館員，学生と教員，大学図書

館員と教員の３パターンである。この三者の関係

がそれぞれに有機的に繋がることに意味があると

考える。

学生と大学図書館員の関係を見れば，大学図書

館員の存在自体が学生にとって身近なキャリア形

成の例となるかもしれない。また，教員には相談

しにくいことも大学図書館員には話すことができ

るかもしれない。

学生と教員の関係であれば，授業以外での活動

として接触することに意味があるだろう。単に教

育をする側とされる側，研究指導をする側とされ

る側という関係ではない，相補的なまさに協働と

しての繋がりが見出されるかもしれない。また司

書課程を履修していない学生にとっては，異分野

の教員と接触する良い機会となるだろう。

そして大学図書館員と教員の間には，実態を伴

った教職協働という関係を築くべきである。これ

までも職員と教員は協力して大学運営にあたって

きたはずである。また教職協働を受け入れるべき

かどうかを調査した研究２４においては，一般論と

してならば調査対象の８割以上の大学教職員が賛

同しているという結果が出ている。一方で各論に

踏み込むとそれほど議論が深化しているようには

思われない。しかし，特に大学図書館という存在

は研究や教育において極めて重要な存在であり，

同じ目標を持った教員と職員が協働しやすい場で

はないだろうか。画一的に全ての場面で教職協働

を進めるのは困難だろうとしても，教育や研究の

部分で協働が行いやすい大学図書館という場は注

目されるべきである。

今後は，大学図書館における学生協働を進める

にあたり，大学図書館と学生という部分のみに着

目するだけでは不十分であろう。協働の主体が人
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であることを鑑みれば，学生・大学図書館員・教

員という三本柱の全てに利益をもたらす協働でな

くてはならない。

４．２ 今後の課題

ここまでいくつかの大学図書館における学生協

働から，その目的を探ってきた。さらに「学生協

働のための学生協働」ではなく，高等教育機関で

ある大学として行うのに相応しい目的をもった活

動へ深化させていくべきであると論じてきた。ま

た，大学図書館における学生協働が始まったきっ

かけとして，大学においてキャリア教育が義務化

されたことの影響を指摘した。

しかし，実際にどの程度の大学図書館が，どの

ような目的で学生協働を行っているのかより具体

的に調査をする必要性があるだろう。さらに，大

学図書館における学生協働に教育的な側面がある

ならば，その評価も必要になってくる。教育的な

面以外に重点を置くとしても，図書館サービスと

しての評価は必要になってくるだろう。今後の課

題として，大学図書館における学生協働がどのよ

うに，大学での教育や研究に影響を及ぼすのかと

いった点についても議論が必要だと考えられる。
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